
会議名称
令和8年度　神奈川総合高等学校　第１回　学校運営協議会

開催日時
令和８年7月17日（金）

開催場所
本校　応接室

出席者

加藤　智恵　テンプル大学副学長
久保野　雅史　神奈川大学外国語学部英語英文学科教授
井野　雄二　神奈川総合高等学校長

会議資料
資料冊子

令和８年度学校案内
令和７年度研究紀要　グローバル教育研究推進事業記録集
テーマ研究Ⅱ2025
PTA広報誌　「ざっくばらんvol.93」
（委嘱状）

議事録 １　校長挨拶

２　出席者紹介

３　議題
（１）会長選出　加藤委員の継続就任決定。副会長は井野校長。

（２）令和８年度学校運営協議会運営計画について
○委員の確認
加藤　智恵、井野　雄二、久保野　雅史、能祖　將夫、山本　登、平川　潔
〇設置部会の紹介
・学校評価部会　・外部連携部会　・特色支援部会
〇年間計画及び実施計画について　（別紙資料参照）
第2回は１２月、舞台芸術科発表会視察兼運営委員会、第３回は３月、フィールド発表会視察兼運営委員会の予定。

（３）学校の概要
〇在籍、進路状況などの説明（別紙資料参照）

（４）令和７年度学校評価報告書（実施結果）について（別紙資料参照）
〇グランドデザイン、「令和７年度　学校評価報告書（実施結果）学校関係者評価」のまとめ報告。
〇県立高校指定校事業取組について
〇実施結果について
〇質問、意見

（５）令和８年度学校評価報告書（目標設定）について（別紙資料参照）
〇目標設定について
〇質問、意見
（委員）　大使館交流については、何ケ所、何人程度参加しているか？
（学校）　今年度は３ケ所、抽選で招待人数に絞り参加している。生徒からは肯定的な感想が聞かれている。海外でのパー

トナー交流は参加できる生徒が限られるが、国内における国際交流として大使館交流等、生徒が参加できる間口を広げて
いきたい。
（委員）　テンプル大学では一日アメリカ大学体験も可能である。是非検討していただきたい。
（学校）　是非検討させていただきたい

（委員）　進路先について、海外大学はどのような学校があるか。
（学校）　確認させていただく。毎年数名の進学がある。

（委員）　ホームページは外注したりなにかプラットフォームを使っていたりするのか？
（学校）　県のプラットフォームを利用している。夏に入る前により充実させる予定である。

（委員）　フィールド科目についてもう少し詳細を教えてほしい。
（学校）　いわゆる学校設定科目が中心で、第２外国語といった独自科目を置いている。
（委員）　第２外国語は大学で全体的に厳しくなってきている。外国語系は、スキルだけであれば翻訳、AIに取って代わられ
る部分もある。国立大学でも統合の流れがある。また、言語によっては外交問題の影響もある。
（学校）　本校は生育環境が海外の生徒が多いところは特徴である。そうした点と、多くの生徒が第２外国語を学べる環境
に期待して入学してきている。

神奈川県立神奈川総合高等学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。



（委員）　中学生や、その保護者は進路についても関心が高いと思われる。
（学校）　本校は舞台芸術科が特徴的ではあるが、必ずしも進学先が舞台芸術関係とは限らない。舞台芸術科の設立コン
セプトが、舞台芸術の学びを通して、思考・判断力、コミュニケーション力、課題解決力等を育むこととしており、専門コース
のみならず、幅広い分野に進んでいる。まだ開設６年目で、進学がほとんどである。保護者、生徒への説明機会を充実させ
ていきたい。
　なお、昨年度、中学生の本校希望者が、年度途中の調査時点から受検時点で半減した。
（委員）　半減分はどこへ流れたのか。
（学校）　他校へ流れた分は計れない。本校については、舞台芸術科から普通科へ流れた生徒は一定数いた。舞台芸術の
魅力を発信していきたい。

（委員）　全国大会へはどの部活が出ているか。
（学校）　chiffons（ダンス部）、Solidクラフト部（立体造形部）、放送部である。
（委員）　Solidクラフト部の陶芸作品だが、校内に釜があるのか。
（学校）　開校当初から１台、現在２台ある。

（６）令和８年度教育計画について
翔鷗祭　その他資料の記載の通り

〇質問、意見など（全体を通じて）
（委員）　学校概要について、現役合格国公立大学が特に地域で増えているようだ。傾向等あるか。
（学校）　特段の傾向は見えていないが、増えている。
（委員）　学校名だけでなく、学部もわかると傾向がわかってよいのでは。
（学校）　承知した。舞台芸術科においては、昨年度は専門学校への進学がおらず、ほとんど大学（実技系含む）への進学
であった。

その他
次回の学校運営協議会は12月中旬予定。


